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詞
語
彙
の
語
構
成
と
通
時
的
構
造

│
│
蜂
矢
真
郷
氏
『
古
代
語
形
容
詞
の
研
究
』
に
よ
る
研
究
の
共
有
│
│

安　

部　

清　

哉

キ
ー
ワ
ー
ド
：
語
構
成
史
、
形
容
詞
、
通
時
的
構
造
、
形
成
過
程
、
蜂
矢
真
郷

要
旨
：
本
稿
は
、
形
容
詞
語
彙
の
語
構
成
（
史
）
の
研
究
を
い
っ
そ
う
進
め
て
い
く
た
め
に
、
現
時
点
で
の
基
本
的
研
究
成
果
を
共

有
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
、
現
在
、
先
行
研
究
を
十
分
包
含
し
て
い
て
、
形
容
詞
語
彙
の
語
構
成
（
史
）
に
関
し
て
も
っ
と

も
詳
密
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
蜂
矢
真
郷
氏
『
古
代
語
形
容
詞
の
研
究
』
を
資
料
と
し
て
、
そ
の
解
釈
を
図
・
表
に
て
「
見
え
る

化
」、
視
覚
化
し
て
、
よ
り
把
握
し
や
す
く
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
当
該
書
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
形
容
詞
の
、

主
に
古
代
語
（
上
代
・
中
古
・
中
世
）
を
中
心
と
し
た
語
構
成
、
語
形
成
お
よ
び
そ
の
通
時
的
構
造
、
つ
ま
り
広
義
で
の
語
構
成
の

古
代
語
の
構
造
と
史
的
体
系
と
を
、
図
解
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

簡
略
に
言
え
ば
、〝
図
解
〞
蜂
矢
形
容
詞
語
語
構
成
、〝
図
・
表
で
分
か
る
『
古
代
語
形
容
詞
の
研
究
』〞
で
あ
り
、
形
容
詞
語
構

成
（
史
）
の
補
助
的
資
料
と
も
言
え
る
。
な
お
、
拙
稿
・
安
部
清
哉
（2017.8

）「﹇
書
評
﹈　

蜂
矢
真
郷
氏
『
古
代
語
形
容
詞
の
研

究
』」（『
萬
葉
』
224
）
の
補
足
的
意
味
を
も
つ
も
の
で
、
そ
こ
で
紙
幅
の
都
合
上
割
愛
し
た
部
分
を
記
し
た
と
こ
ろ
を
含
む）

1

（
注

。
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六
〇

一　

は
じ
め
に

　

語
彙
史
の
研
究
は
、
意
味
、
形
態
、
語
種
、
語
構
成
、
文
法
機
能
、
文
字
、
位
相
、
文
体
、
文
化
、
計
量
的
分
析
方
法
、
意
味
体
系
的

分
析
方
法
（
ま
と
ま
り
と
し
て
の
意
味
的
分
類
・
シ
ソ
ー
ラ
ス
研
究
）
な
ど
の
諸
観
点
か
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
中
で

通
時
的
研
究
と
し
て
は
、
語
種
、
お
よ
び
、
い
わ
ゆ
る
計
量
的
分
析
方
法
か
ら
研
究
は
、
比
較
的
進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

一
部
あ
る
い
は
い
く
つ
か
の
共
時
態
で
の
解
明
は
進
ん
で
い
て
も
、
通
史
的
レ
ベ
ル
で
の
歴
史
的
研
究
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
が
多

い
、
と
い
う
の
が
現
状
と
言
え
よ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
近
年
、
語
構
成
の
通
時
的
概
要
す
な
わ
ち
語
構
成
史
が
、
形
容
詞
と
い
う
一
品
詞
、
ま
た
、
広
義
の
古
代

語
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
か
な
り
高
い
レ
ベ
ル
で
ほ
ぼ
全
体
像
に
近
い
姿
ま
で
解
明
さ
れ
る
よ
う
な
段
階
に
至
っ
た
。

　

蜂
矢
真
郷
氏
の
形
容
詞
の
一
連
の
語
構
成
研
究
が
、『
古
代
語
形
容
詞
の
研
究
』（
以
下
、
本
書
と
も
称
す
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
形
容
詞
語
彙
の
語
構
成
（
史
）
に
関
し
て
研
究
を
い
っ
そ
う
進
め
て
い
く
た
め
に
、
現
時
点
で
も
っ
と
も

詳
密
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
蜂
矢
真
郷
氏
『
古
代
語
形
容
詞
の
研
究
』
を
、
基
本
的
研
究
基
盤
と
し
て
共
有
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
編

ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

蜂
矢
氏
の
本
書
は
、
研
究
史
や
現
時
点
で
の
先
行
研
究
と
そ
の
成
果
を
十
分
包
含
し
て
い
る
点
で
も
優
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
解
釈
を

図
・
表
に
て
「
見
え
る
化
」、
視
覚
化
し
て
、
よ
り
把
握
し
や
す
く
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
と
解
説
と
に
よ
っ

て
、
当
該
書
で
解
釈
さ
れ
て
い
る
形
容
詞
の
、
主
に
古
代
語
（
上
代
・
中
古
・
中
世
）
を
中
心
と
し
た
語
構
成
、
語
形
成
、
お
よ
び
、
そ
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の
通
時
的
構
造
、
つ
ま
り
広
義
で
の
語
構
成
の
古
代
共
時
態
の
構
造
と
史
的
体
系
と
を
、
い
わ
ば
図
式
的
、
図
解
的
に
把
握
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
簡
略
に
言
え
ば
、〝
図
解
〞
蜂
矢
形
容
詞
語
語
構
成
〝
図
・
表
で
分
か
る
『
古
代
語
形
容
詞
の
研
究
』〞
と
で
も
言
お
う

か
。
な
お
、
拙
稿
・
安
部
清
哉
（2017.8

）「﹇
書
評
﹈
蜂
矢
真
郷
氏
『
古
代
語
形
容
詞
の
研
究
』（『
萬
葉
』
224
）
の
補
足
的
意
味
を
も
つ

も
の
で
、
そ
こ
で
紙
幅
の
都
合
上
割
愛
し
た
部
分
を
記
し
た
と
こ
ろ
を
含
む）

1

（
注

。

二　

語
構
成
研
究
と
お
よ
び
蜂
矢
真
郷
氏
の
『
古
代
語
形
容
詞
の
研
究
』
の
構
成

二
│
一　

語
構
成
の
通
時
的
研
究
と
形
容
詞
の
語
構
成
史

　

本
稿
執
筆
者
は
、
か
つ
て
語
構
成
史
を
、
編
者
と
し
て
『
語
彙
史
』（2009

、
シ
リ
ー
ズ
日
本
語
史
2
、
岩
波
書
店
）
の
一
章
に
構
想

し
て
み
た
が
、
そ
れ
を
「
史
」
と
し
て
編
む
こ
と
の
難
し
さ
も
学
ん
だ
。
様
々
な
性
質
の
語
彙
の
語
構
成
を
一
度
に
把
握
し
よ
う
と
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

　

そ
れ
な
ら
ば
、
と
品
詞
を
名
詞
に
限
定
し
、「
名
詞
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
の
与
え
ら
れ
た
原
稿
で
は
あ
っ
た
が
、「
名
詞
の
変
遷
」

（
安
部
（2014

））
と
い
う
語
彙
史
研
究
の
中
で
、
語
構
成
史
（
名
詞
の
）
も
含
め
て
記
述
を
試
み
た
。
し
か
し
理
論
的
に
切
込
む
諸
観
点

ま
で
は
試
作
と
し
て
描
け
て
も
、
名
詞
全
体
で
は
語
数
が
膨
大
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
特
徴
も
多
種
多
様
な
た
め
、
実
証
的
に
裏
付
け
る

だ
け
の
蓄
え
も
時
間
も
な
か
っ
た
。

　

動
詞
の
語
構
成
史
も
、
古
代
の
形
態
派
生
の
分
野
で
の
研
究
は
か
な
り
進
ん
で
き
て
い
る
が
、
活
用
、
自
他
、
意
味
が
形
態
と
深
く
関
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二

わ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
全
容
解
明
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

そ
の
点
、
語
数
も
多
く
は
な
く
、
形
態
や
意
味
、
お
よ
び
、
計
量
的
研
究
や
意
味
分
類
な
ど
に
お
い
て
も
、
一
定
の
成
果
が
す
で
に
積

み
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
「
形
容
詞
」
に
つ
い
て
は
、
語
構
成
の
歴
史
的
全
体
像
を
描
き
出
せ
る
直
前
ま
で
は
、
研
究
が
成
熟
し
て
き
て

い
る
と
言
え
よ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
公
刊
さ
れ
た
本
書
は
、
形
容
詞
と
い
う
一
品
詞
全
体
の
語
構
成
（
史
）
を
初
め
て
こ
の
水
準
ま
で
解
明
し
た
注
目

す
べ
き
一
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

形
容
詞
は
、
特
に
形
態
や
計
量
的
観
点
か
ら
の
語
彙
史
研
究
は
、
村
田
菜
穂
子
氏
の
一
連
の
研
究
に
よ
っ
て
か
な
り
勢
力
的
に
解
明
さ

れ
て
き
て
い
る
語
彙
（
品
詞
）
で
も
あ
っ
た
（
村
田
氏
は
、
蜂
矢
氏
の
教
え
子
で
も
あ
る
）。
そ
の
意
味
で
も
、
形
容
詞
に
つ
い
て
は
、

そ
の
蜂
矢
氏
に
よ
る
語
構
成
史
の
解
明
も
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
総
体
的
な
語
彙
史
と
し
て
の
全
体
像
が
か
な
り
把
握
で
き
る
段
階

に
な
り
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

そ
の
総
論
篇
で
示
さ
れ
た
共
時
的
分
類
（
総
論
篇
第
一
章
第
四
説
）
と
形
容
詞
語
幹
の
通
時
的
構
造
（
同
篇
第
一
章
第
二
節
）
が
そ
の

研
究
の
到
達
点
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
本
書
各
論
篇
、
さ
ら
に
論
者
（
以
下
、
本
書
著
者
を
指
す
）
の
先
行
す
る
二
書
に
よ

る
緻
密
な
実
証
の
裏
付
け
に
よ
っ
て
、
論
理
的
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。

二
│
二　
『
古
代
語
形
容
詞
の
研
究
』
の
構
成

　

本
書
は
、
語
構
成
論
の
研
究
を
最
も
総
合
的
に
推
し
進
め
て
き
た
蜂
矢
氏
が
、
特
に
形
容
詞
に
関
す
る
成
果
を
一
書
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
形
容
詞
の
語
構
成
の
研
究
で
も
特
に
古
代
語
（
上
代
・
中
古
・
中
世
）
の
資
料
を
中
心
に
ま
と
め
て
あ
る
の
で
、「
古
代
日
本
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語
形
容
詞
の
語
構
成
（
史
）
研
究
」
と
も
言
え
る
。
古
代
語
・
近
代
語
と
い
う
2
分
類
に
お
け
る
古
代
語
が
、
資
料
的
詳
密
さ
か
ら
言
え

ば
主
た
る
対
象
で
あ
る
が
、
近
世
・
近
代
・
現
代
に
お
け
る
語
形
ま
で
調
査
と
考
察
は
及
ん
で
い
る
。

　

特
に
本
書
で
注
目
し
た
い
点
の
一
つ
は
、
形
容
詞
語
彙
の
語
構
成
の
ス
タ
テ
イ
ッ
ク
な
構
造
の
面
だ
け
で
な
く
、
そ
の
通
時
的
変
遷
や

形
容
詞
語
形
の
語
形
成
に
も
深
く
踏
み
込
ん
で
い
る
点
に
あ
る
。

　

本
書
は
、
総
論
篇
（
2
章
）
お
よ
び
各
論
篇
（
4
章
）
か
ら
な
る
が
、
全
体
が
把
握
し
や
す
い
よ
う
に
、
目
次
を
再
掲
し
て
お
く
。

は
し
が
き

総
論
篇

　

第
一
章　

形
容
詞
の
活
用
等
と
語
構
成

第
一
節　

形
容
詞
の
活
用
表　

　

第
二
節　

形
容
詞
語
幹
の
用
法　

　

第
三
節　

ク
活
用
形
容
詞
と
シ
ク
活
用
形
容
詞
と
の
意
味
的

差
異　

　

第
四
節　

語
構
成
か
ら
見
た
上
代
の
形
容
詞

　

第
二
章　

特
徴
の
あ
る
形
容
詞
群

第
一
節　

両
活
用
形
容
詞　
　

第
二
節　

重
複
形
容
詞
・
並
列
形
容
詞　
　

第
三
節　

ナ
シ
型
形
容
詞　
　

第
四
節　

タ
シ
型
形
容

詞　
　

第
五
節　

ケ
シ
型
形
容
詞　
　

第
六
節　

ジ
型
形
容
詞　
　

第
七
節　

名
詞
（
・
数
詞
）・
動
詞
連
用
形
・
副
詞
（
・
感
動

詞
）
＋
シ
の
派
生
形
容
詞　
　

第
八
節　

動
詞
被
覆
形
＋
シ
の
派
生
形
容
詞

各
論
篇

　

第
一
章　

形
容
詞
の
対
義
語
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四

第
一
節　

多
少
と
大
小　
　

第
二
節　

ヒ
ロ
シ
﹇
広
﹈
と
サ
シ
﹇
狭
﹈・
セ
バ
シ
﹇
狭
﹈　　

補
節　

一
音
節
被
覆
形
│
露
出
形
の
ア

ク
セ
ン
ト

　

第
二
章　

両
活
用
形
容
詞
の
周
辺

第
一
節　

フ
ト
シ
〔
シ
ク
活
用
〕
の
成
立　
　

第
二
節　

ウ
マ
シ
ク
ニ
と
ウ
マ
シ
キ
ク
ニ　
　

第
三
節　

セ
バ
シ
〔
シ
ク
活
用
〕
の

有
無

　

第
三
章　

重
複
形
容
詞
の
周
辺

第
一
節　

重
複
形
容
詞
と
単
独
の
形
容
詞　

　

第
二
節　

形
容
詞
ス
ガ
シ
﹇
清
﹈
の
成
立　

　

第
三
節　

ク
活
用
形
容
詞
群
の
重

複
・
並
列
か
ら

　

第
四
章　

形
態
上
の
特
徴
を
持
つ
形
容
詞

第
一
節　

語
幹
末
が
イ
列
の
ク
活
用
形
容
詞　

　

第
二
節　

一
音
節
語
幹
の
形
容
詞

　

中
で
も
、
総
論
篇
第
一
章
第
二
節
は
、
語
幹
用
法
に
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
形
容
詞
語
構
成
の
通
時
的
段
階
性
が
解
明
さ
れ
て
お
り
、

同
じ
く
総
論
篇
の
第
一
章
第
四
節
は
、
上
代
語
形
容
詞
の
語
構
成
の
共
時
的
全
容
が
体
系
的
に
整
理
さ
れ
て
い
て
、
語
構
成
の
研
究
史
上

画
期
的
な
業
績
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ら
を
支
え
て
い
る
の
が
総
論
篇
の
第
二
章
と
各
論
篇
で
あ
り
、
ま
た
先
行
す
る
蜂
矢
氏
の
次
の
前
書

（
一
）
と
（
二
）
で
あ
る
。
本
書
で
の
こ
の
略
称
を
本
稿
で
も
便
宜
上
踏
襲
す
る
。

　
　
　

前
書
㈠
＝
『
国
語
重
複
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』（1998.4

、
塙
書
房
）

　
　
　

前
書
㈡
＝
『
国
語
派
生
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』（2010.3

、
塙
書
房
）
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な
お
、
若
い
研
究
者
の
方
々
や
大
学
院
生
な
ど
は
、
一
つ
一
つ
の
章
・
節
毎
に
、
綿
密
な
調
査
や
膨
大
な
先
行
研
究
と
の
丁
寧
で
真
摯

な
照
合
作
業
や
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
各
論
篇
と
総
論
篇
と
し
て
組
み
上
げ
て
い
く
高
い
構
成
力
を
学
び
取
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
縦
横
に
行

き
来
す
る
行
論
は
時
に
複
雑
に
映
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
各
篇
や
各
章
の
導
入
部
で
の
わ
か
り
や
す
い
要
旨
的
解
説
や
、
章
や
節
の
末
尾

で
の
簡
潔
な
ま
と
め
が
理
解
を
助
け
て
く
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
理
想
的
手
本
的
論
文
の
書
き
方
や
丁
寧
な
論
述
の
ス
タ
イ
ル
を
も
、
本
書

か
ら
習
得
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

以
下
、
各
篇
・
章
・
節
毎
に
、
各
内
容
を
図
表
化
さ
せ
、
簡
略
な
説
明
を
付
す
。
な
お
、
本
稿
で
図
表
を
作
成
し
な
か
っ
た
章
や
節
の

番
号
と
題
名
は
飛
ば
し
て
あ
る
（
右
記
の
蜂
矢
氏
の
目
次
と
照
合
の
こ
と
）。
ま
た
、
書
評
的
な
コ
メ
ン
ト
は
、
安
部
（2017.8

）
の
前

稿
書
評
を
ご
参
照
戴
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　

三　

総
論
篇

　

三
│
一　

第
一
章　

 「
形
容
詞
の
活
用
等
と
語
構
成
」

　

総
論
篇
は
、
古
代
形
容
詞
の
語
構
成
に
つ
い
て
そ
の
全
体
像
の
解
明
を
企
図
し
、
本
書
の
中
核
を
な
す
到
達
点
で
あ
る
。

　

第
一
章
の
「
第
二
節
形
容
詞
語
幹
の
用
法
」
は
個
人
的
に
は
最
も
注
目
さ
れ
た
論
の
1
つ
で
あ
る
。
語
幹
用
法
の
先
行
研
究
で
の
分
類

を
更
に
詳
密
に
再
検
討
し
た
上
で
、
最
終
的
に
│
│
全
体
像
と
し
て
は
お
そ
ら
く
初
め
て
│
│
史
的
発
展
過
程
を
解
明
し
て
い
る
。

　

前
半
の
16
頁
の
語
幹
用
法
の
整
理
（
Ⅰ
〜
Ⅵ
）
と
後
半
36
・
37
頁
で
の
（
ａ
）
〜
（
ｃ
）
の
ク
・
シ
ク
活
用
に
よ
る
整
理
、
史
的
位
置
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付
け
と
の
相
互
関
係
は
（
記
号
分
類
が
二
重
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
）、
ま
と
め
た
一
覧
の
よ
う
な
も
の
が
な
い
と
一
読
だ
け
で
は

直
ぐ
に
は
分
か
り
に
く
い
の
で
、
◆
表
1
を
作
成
し
た
。

　

形
容
詞
の
語
幹
と
そ
れ
が
文
法
的
働
き
（
意
味
も
含
め
て
の
機
能
）
と
形
態
（
語
構
成
）
と
が
絡
み
な
が
ら
、
か
つ
活
用
も
関
係
し
つ

つ
発
展
し
て
来
た
様
が
描
き
だ
さ
れ
て
い
る
。
ａ
が
本
来
的
用
法
、
ｂ
が
次
の
段
階
、
ｃ
は
シ
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
用
法
が
発
達
し
た

段
階
、
3
つ
の
段
階
を
経
て
い
る
と
す
る
。

　

こ
の
◆
表
1
は
、
前
稿
書
評
で
掲
載
し
た
形
式
で
あ
る
が
（
一
部
修
正
）、
こ
の
第
二
節
で
の
分
析
は
実
際
に
は
さ
ら
に
詳
細
で
あ
る
。

そ
の
詳
細
な
分
類
や
段
階
性
も
、
語
幹
用
法
お
よ
び
形
容
詞
語
形
の
発
展
を
考
え
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。
本
稿
で
◆
表
2
と
し
て
、

表
1　
総
論
第
一
章
第
二
節
　「
形
容
詞
語
幹
の
用
法
」
と
通
時
的
発
展
段
階

発
展
3
段
階

（
a）「

一
次
的
な
い
し
本
来
的
用
法
」

（
b）「

次
の
段
階
」

（
c）「
シ
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
用
法
が
発

達
し
た
段
階
」

大
分
類

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ
Ⅵ

品
詞
的
用
法

名
詞
的
に

副
詞
的
に

形
容
詞として

連
体
修
飾
語
と
し
て

文
末
に

語
の
構
成
要
素
と
し
て

下
位
分
類

1
2

3
1

2
3

4
1

1
2

1
1

2

用
法

単
独
で

体
言
と

し
て

形
容
詞

語
幹
と

合
し
て

単
独
で

用
言
に

接
し
て

ニ
を
伴
っ
て
（［

接
頭

辞
等
＋

語
幹
＋

二
・
ノ
］
型
）

重
ね
用

い
て

重
ね
用
い

て
体
言
に
接

し
て

助
詞
ノ
・
ツ

を
伴
っ
て

感
動
詞

と
共
に

名
詞
の

要
素
と

し
て

動
詞
の
要
素
と
し
て

語
例

白
　
腰
細

遅
速
オ

ソ
ハ
ヤ

モ
ト
ナ

太
敷
ク

イ
ヤ
高
ニ

高
々
ニ

長
永
シ
夜

遠
山
・
カ

ナ
シ
妹

高
ツ
鳥
（
・

遠
ノ
朝
廷
）

ア
ナ
醜

ク
無
サ
・

賢
シ
ラ

憎
ム

・
カ

ナ
シ

ブ
＝

上
代
（
～
ム
・
～
ブ
）、

中
古
（
～
ガ
ル
）

ク
活
用

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

シ
ク
活
用

／
／

／
（

△
？

「（
b）

か
～

検
討

す
る

必
要

が
あ
る
」
と
い
う
）

／
／

／
／（

Ⅳ
の

1
の

例
で

も
あ
る
）

△
限
定
的

△
限

定
的

（
上

代
は

1
語
）

〇
〇

〇
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詳
細
版
を
提
示
し
て
お
く
。

　

第
一
章
の
「
第
四
節　

語
構
成
か
ら
見
た
上
代
の
形
容
詞
」
で
は
、
上
代
の
形
容
詞
全
体
（
上
代
と
「
平
安
第
一
期
」）
を
「
語
構
成
」

の
観
点
か
ら
分
類
し
、
語
形
一
覧
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
対
象
範
囲
に
一
定
の
基
準
（
年
代
や
資
料
等
）
を
設
け
、「
上
代
」
と
い

う
共
時
態
に
お
け
る
形
容
詞
語
構
成
が
、
全
体
像
と
し
て
は
初
め
て
と
言
え
る
広
範
囲
さ
で
、
先
行
研
究
を
整
理
し
直
し
た
上
で
、
体
系

的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
大
き
な
成
果
の
1
つ
で
あ
る
。
こ
の
節
で
の
一
覧
を
基
本
リ
ス
ト
と
し
て
、
今
後
の
研
究
が
積
み

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

な
お
、
語
幹
用
法
の
通
時
的
発
展
と
、
第
四
節
に
列
挙
さ
れ
た
実
際
の
形
容
詞
と
し
て
の
語
構
成
の
各
パ
タ
ン
と
の
間
に
、
何
か
通
時

的
関
連
性
や
語
構
成
上
の
連
動
す
る
何
ら
か
の
傾
向
は
な
い
の
か
な
ど
、
こ
の
2
つ
の
分
類
を
つ
な
ぎ
掛
け
合
わ
せ
て
考
察
す
る
視
点
は

次
の
課
題
へ
と
発
展
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
あ
た
り
は
、
む
し
ろ
蜂
矢
氏
が
続
編
と
し
て
構
想
さ
れ
て
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
。

　

三
│
二　

第
二
章　
「
特
徴
あ
る
形
容
詞
群
」

　

第
二
節
「
重
複
形
容
詞
・
並
列
形
容
詞
」
は
、
重
複
形
容
詞
の
「
準
独
立
要
素
の
重
複
、
名
詞
の
重
複
、
副
詞
の
重
複
」
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
重
複
素
の
末
尾
音
の
各
々
の
偏
り
に
つ
い
て
も
、
準
独
立
的
要
素
の
重
複
（
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
重
複
を
含
む
）
で
は
、

ア
・
ウ
・
オ
列
（
非
狭
母
音
）
に
多
く
、
一
方
、
動
詞
連
用
形
の
末
尾
音
は
イ
・
エ
列
で
あ
る
ゆ
え
に
そ
の
重
複
形
容
詞
の
末
尾
音
は

イ
・
エ
列
に
な
る
と
い
う
。
相
補
分
布
（
ア
・
ウ
・
オ
対
イ
・
エ
）
的
傾
向
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
各
重
複
素
に
よ
る
重
複
形
容
詞
と
、
重
複
し
た
も
の
が
ナ
リ
を
伴
っ
た
重
複
形
容
動
詞
と
を
比
較
し
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』

の
場
合
に
限
定
し
て
で
は
あ
る
が
、
名
詞
、
準
独
立
的
要
素
、
動
詞
連
用
形
で
は
重
複
形
容
動
詞
も
あ
る
も
の
の
、
副
詞
の
重
複
で
は
重
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（b）「次の段階」 （c）「シク活用形容詞語幹の用法が発達した段階」

Ⅳ Ⅳ’ Ⅴ Ⅵ

連体修飾語として　【Ⅰ 1②に
類似すると見れば「名詞的に」
「単独で」とも言えるか】

副詞的に 文末に 語の構成要素として

1　【Ⅰ の
2に 倣 え
ばⅣ 2か】

　
体言に接
し て　

【「体 言 と
合 し て」
とも言え
るか？】

2　【Ⅰの 1に倣えば、
Ⅳ 1か】

　
助詞ノ・ツを伴って　
【Ⅰ 1で「ノ」を伴う
例も含んでいる点か
ら言えば、「単独で」
とも言えるか】

（安 部 案　
Ⅳ 2と し
て Ⅱ 3③
から移動）

1 1 【 1 ’】 ※
ク活用へ
の偏りか
ら別に立
項する

　
ミ 語 法
（形容詞語
幹＋ 接 尾
辞 ミ）＋
動詞スの
音便語形

2

（助詞ニを
伴って）

感動詞と
共に

名詞の要
素として 動詞の要素として

ツを伴っ
て

ノを伴っ
て

（ニを伴っ
て）

ア ナ～ を
伴って

接 尾 辞
サ ・ラ ・
ミを伴っ
て名詞化

※【接 尾
辞ミを伴
ってミ語
法＋ サ 変
の音便形
の 用 法】
（ク活用形
容詞語幹
に偏る）

　
カ ロ ン
ず ・ウ ト
ン ず ・オ
モ ン ず、

［シク活用］
イヤシンず

①　動 詞
化接尾辞
ブを伴う
もの

②動詞化
接尾辞ム
を伴うも
の

③　動 詞
化接尾辞
ガルを伴
うもの

青 山 ・深
江、［シク
活］サ カ
シ 女、ク
ハシ女、

遠つ人

遠 の 朝
廷 ・オ ソ
の宮人・
［シク活］
イカシの
御世

マロ（丸）
に、ユ ル
に、ユ タ
ケに、

あな醜・
あなタヅ
タヅシ

無 さ ・賢
しら　

荒ブ、［シ
ク 活 用］
悲シブ、

憎 ム ・休
ム ・恥 シ
ム、［シク
活 用］ヲ
シム

暗 ガ ル、
［シ ク 活
用］怪 シ
ガル、

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇

△限定的 ／

△ 限 定
的＝ 上 代
は 1例
（シク活用
語 幹 は
「イカシの
御 世」の
みが確例）
　

上代

／ 〇 〇

△（イ ヤ
シンズの
み＝ ク 活
用に偏る）

〇 〇 〇

上代 上代 中古 上代 上代 上代 上代 上代 中古

※下記注
記参照
（次頁）

アナタヅ
タヅシは、
［アナ＋シ
ク活用形
容詞語幹］

「サ 語 法
（橋 本）」
接 尾 辞
ミ＝ ミ 語
法、接 尾
辞 ラ＝ 名
詞（サ カ
シラ）・形
容動詞語
幹、接 尾
辞 ゲ＝ 形
容動詞語
幹、（※）

音便形は
漢文訓読
特有語か。

上二段動
詞　起源

四段動詞
および上
二段動詞　
起源
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表 2　〔詳細版〕第一章第二節　「形容詞語幹の用法」と通時的発展段階

p26 の
まとめ （a）「一次的ないし本来的用法」

大分類 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

品詞的
用法 名詞的に 副詞的に

形容
詞と
して

蜂矢氏
の下位
分 類
（16頁）

1 2 3 1 2 3

　
ニを伴って（ノを伴う例
を含む）　【①②から見て
「接頭辞」と「ニ・ノを
伴って」との組合せにな
るか。（接頭辞の付かな
い cf. Ⅳ 2 参照）】

4 1

用法 単独で（ノを伴う
例を含む）

体言と合
して

形容詞
語幹と
合して

単独で 用言に
接して 重ね用いて

重ね
用い
て

＊細分
化

①　単
独

②ノを伴っ
て　【Ⅳ 2
の分類から
見れば「連
体修飾語と
し て」「助
詞ノを伴っ
て」という
分類にもな
るか】

①　［接
頭辞イヤ
（弥）・マ
（真）・ヤ
ヤ・サ＋
形容詞語
幹］＋ニ　
として
　
いや高に、
いや遠に、
ま白に、
ま直に、
やや大に、
さ青なる
（に＋あ
る）

②　［接
頭 辞

（マ）＋
形容詞語
幹］＋ノ　
と し て　

【「＋ノ」
のマシロ
ノの例は、
Ⅰ 1②、
Ⅳ 2に入
れるのが
良いか】
　

ま白の、

［中古］
※ ③　
形容詞
語幹単
独＋ニ
を伴っ
て

【 重
複形
の単
独】

重複
＋ニ

重複
＋ト

代表例青、近、若の、辛の、腰細 遅速オ
ソハヤ モトナ、ハヤ

高知る、
太知る、
高敷く、

マ ロ
（ 丸 ）
に、ユ
ルに、
ユタケ
に、

【 す
ぶす
ぶ 　

1
例】

高高
に

長長
と、
広広
と、

遠遠
し、
長長
し

ク活用
形容詞
語幹

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

シク活
用形容
詞語幹

／ ／ ／ ／ （△？） ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

時 代
（提 示
事例の
初出時
期）

上代 上代 上代 上代 上代 上代 上代 上代 中古 上代上代中古上代

品詞的
用法

［名 詞＋
形容詞語
幹］＝名
詞、ある
いは、情
態副詞語
基か形容
動詞語幹、

［形 容
詞語幹
＋形容
詞 語
幹］＝
名 詞、
or 情態
副詞語
基か形
容動詞
語幹

［イ ヤ＋
形容詞語
幹＋ニ］
＝情態副
詞、形容
動詞

※ 下
記参照

（次頁）

シク
活用
形容
詞
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複
形
容
動
詞
が
な
く
、
重
複
形
容
動
詞
よ
り
も
「
重
複
形
容
詞
の
構
成
力

の
強
さ
を
表
し
て
い
る
」
と
位
置
付
け
る
（
傍
線
及
び
太
字
強
調
は
引
用

者
、
以
下
同
じ
。
◆
表
4
参
照
）。

　

第
三
節
「
ナ
シ
型
形
容
詞
」
は
、
語
末
に
ナ
シ
を
持
つ
2
種
類
、
即
ち
、

「
ナ
シ
﹇
無
﹈
型
形
容
詞
」
と
、「
甚
し
い
」
の
意
味
を
持
つ
「
ナ
シ

﹇
甚
﹈
型
形
容
詞
」
の
2
類
に
つ
い
て
、
◆
表
5
の
よ
う
な
相
違
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

　

第
五
節
「
ケ
シ
型
形
容
詞
」
は
、「
カ
│
ケ
シ
の
対
応
を
持
つ
も

の
」＝「
一
次
的
ケ
シ
型
」、「（
カ
│
ケ
シ
の
）
そ
の
対
応
を
持
た
な
い
も

の
」＝「
二
次
的
ケ
シ
型
」
と
分
類
し
、
さ
ら
に
、
前
者
の
う
ち
「
カ
を

末
尾
に
持
つ
も
の
が
形
容
動
詞
で
は
な
く
形
容
詞
語
幹
で
あ
る
も
の
」＝

「
準
一
次
的
ケ
シ
型
」
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
一
次
的
ケ
シ
型
は
上
代
か

ら
あ
る
の
に
対
し
て
、
あ
と
の
2
つ
は
平
安
時
代
以
降
の
例
だ
け
で
あ
る

と
い
う
通
時
的
相
違
を
解
明
し
て
い
る
。
そ
の
3
類
の
特
徴
を
ま
と
め
る

と
◆
表
6
の
よ
う
に
な
る
。

　

第
六
節
「
ジ
型
形
容
詞
」
で
は
、
末
尾
に
ジ
を
持
つ
「
ジ
型
形
容
詞
」

2
種
│
│
「
ジ
〔
否
定
〕
型
形
容
詞
」
と
「
ジ
〔
濁
音
化
〕
型
形
容
詞
」

│
│
を
、
◆
表
7
の
よ
う
に
解
明
し
て
い
る
。

青 山 ・深
江、サ カ
シ 女、ク
ハシ女、

遠 の 朝
廷 ・オ ソ
の宮人・
［シク活］
イカシの
御世

※注記：
先行研究
との関係
で、 Ⅱ 3
として説
明されて
い る が、
接頭辞が
なく中古
の例でも
あるので、
Ⅲ 2に 置
くのがよ
い か（安
部）

あな醜・
あなタヅ
タヅシ

無 さ ・旨
ら ・ 無
み ・ 難
み ・面 白
み、［シク
活］ト モ
シ さ ・賢
し ら ・時
ジ み ・麗
シ み ・イ
フカシみ

※サ語法
（ナサ・ト
モシサ・
ス ベ ナ
サ ・サ ブ
シサ）、

憎 ム ・休
ム ・恥 シ
ム、［シク
活 用］ヲ
シム

暗 ガ ル、
［シ ク 活
用］怪 シ
ガル、

アツムず・
ウトンず・
オモムず・
カロムず・
スミヤケム
ず・ヤスム
ず ・サ ミ
す・ナミす、
［シク活用］
イヤシンず、

荒 ブ、
［シク活
用］ 悲
シブ、

（b）「次の段階」 （c）「シク活用形容詞語幹の用法が発達した段階」

Ⅳ Ⅳ’ Ⅴ Ⅵ

連体修飾語として　【Ⅰ 1②に
類似すると見れば「名詞的に」
「単独で」とも言えるか】

副詞的に 文末に 語の構成要素として
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第
八
節
「
動
詞
被
覆
形
＋
シ
の
派
生
形
容
詞
」
で
は
、
◆
表
8
の
よ
う

な
語
構
成
と
通
時
的
特
徴
が
見
事
に
解
明
さ
れ
て
い
る
。
二
段
動
詞
と
四

段
動
詞
の
「
被
覆
形
形
容
詞
＋
シ
の
派
生
形
容
詞
」
の
段
階
的
展
開
が
こ

こ
ま
で
解
明
さ
れ
て
く
る
と
、
こ
れ
ら
と
二
段
・
四
段
の
「
動
詞
連
用
形

＋
シ
の
派
生
形
容
詞
」
の
方
の
例
と
も
照
合
し
て
、
意
味
や
通
時
的
な
関

係
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
て
く
る
興
味
深
い
成
果
で
あ
る
。

四　

各
論
篇

四
│
一　

各
論
篇　

第
一
章

　

各
論
篇
は
、
総
論
を
構
築
す
る
上
で
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
総
論
に

も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
両
活
用
形
容
詞
の
語
形
、
重
複
形
容
詞
・
並
列
形

容
詞
に
関
す
る
こ
と
、
一
音
節
語
幹
の
形
容
詞
、
語
幹
末
音
の
問
題
、
意

味
的
に
幅
が
あ
る
こ
と
が
複
雑
な
類
義
・
対
義
関
係
を
生
ん
で
い
る
語
群

（
大
小
、
広
狭
の
意
）
な
ど
の
主
要
な
諸
現
象
を
、
詳
細
に
考
察
し
て
い

る
。

上代の
具体例
（正 訓
も 含
む）

〔ノ を
伴う例
が 多
い〕青、
近、

若の、辛の、
安の、軽の、
長の、高の、

日高（地
名）、 根
白の、葉
広、股長
に ＝
【［名詞＋
形容詞語
幹 ］ ＝
［主 語＋
述語］の
関 係】、
ク ヱ 早
（人名）、

［オ ソ
＋ ハ
ヤ］ も、
タカヤ
ス（高
安＝ 地
名） の、
トホナ
ガ（遠
長）に、

［サ＋ 形
容 詞 語
幹］＋ニ
＋ ア リ
（＞ナル）

［マ＋ 形
容 詞 語
幹］＋ノ

※ 注
記：先
行研究
との関
係で、
Ⅱ 3と
して説
明され
ている
が、接
頭辞が
なく中
古の例
でもあ
るので、
Ⅳ 2が
よいか

（安部）

遠遠
し、
長長
し

モ ト ナ、ハ ヤ　
【但し、「イタ・オ
ソ」は「イタ＋モ、
オソ＋ヤ」のよう
に係助詞モ・ヤを
伴う用例であるか
ら、「イタ・オソ
も形容詞語幹が副
詞として用いられ
たものに挙げられ
る」とあるが、全
くの「単独で」で
はないことは注意
が必要（24 頁）】

高知
ル、
太知
ル、
高敷
ク、
早グ
フ

（食）、
遠ソ
ク

（退）、

p26 の
まとめ （a）「一次的ないし本来的用法」

大分類 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

品詞的
用法 名詞的に 副詞的に

形容
詞と
して
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表 6　総論第二章第五節　「ケシ型形容詞」

ケシ型形
容詞

対応関係 時代 未然形ケ・
已 然 形 ケ
（上代）

已然形
ケレ

補助
活用

「語幹＋接
尾 辞 ゲ」
（望月氏）

一次的ケ
シ型形容
詞

カ─ケシの対応
を持つもの

上代 （a）カ型語幹と対応するも
の、（b）ヤカ型語幹と対応
するもの、（c）ラカ型語幹と
対応するもの

× × 和歌
のみ

×

準一次的
ケシ型形
容詞

カを末尾に持つ
ものが形容動詞
ではなく形容詞
語幹であるもの

中古
以降

ミジケシ─ミジカシ × × ×

二次的ケ
シ型形容
詞

カ─ケシの対応
を持たないもの

中古
以降

（1）形容詞語幹＋ケシ、（2）
カ行下二段動詞未然形ないし
連用形＋シ、（3）その他

× 〇 〇 〇

表 7　総論第二章第六節　ジ型形容詞

ジ型形容詞 語構成 時代 語例

ジ〔否定〕型形容詞 名詞（・代名詞）＋シ 上代 トキジ・オナジ・オヤジ

ジ〔濁音化〕型形容詞 動詞【末尾マ行】＋シ 院政期以降（濁音化の確例が） イミジ・スサマジ

表 3　重複形容詞の重複素の末尾音

◆重複素の末尾音の相補分布的傾向ア・ウ・オ対イ・エ）

1 準独立的要素の重複（ク活用形容詞語幹の重複を含む）＝ア・ウ・オ列（非狭母音）に多い

2動詞連用形の末尾音 ＝イ・エ列（狭母音）

表 4　総論第二章第二節　重複の「構成力」

重複の「構成力」 重複形容詞・重複形容動詞（『源氏物語』の場合、94 頁）

構成力の傾向 名詞 準独立的要素 動詞連用形 副詞

重複形容詞 〇 〇 〇 〇

重複形容動詞 〇 〇 〇 ×

表 5　総論第二章第三節「ナシ型形容詞」

ナシ型形容詞の 2類 語構成の基本的傾向 総論第一章第四節での分類・解説 少数の意味の語形成

ナシ［無］型形容詞 名詞＋ナシ Ⅴ（2）（ハ）二・三音節名詞＋
ナシ（ク活用）

術
すべ

（便）・ナシ、心・ナシ

ナシ［甚］型形容詞 準独立的要素＋ナシ Ⅴ（1）（ハ）二～四音節準独立
的要素ナシ（ク活用）

スク・ナシ（少）【スク＜ス
コ（少シ）＋甚シ】
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表 8　総論第二章第八節「動詞被覆形＋シ型派生形容詞」

1）《上代に多い》
二段動詞被覆形＋シ
（下二段がやや多い）

ク活用形容詞 3音節

2）
二段動詞被覆形＋シ
（上二段がやや多い）

シク活用形容詞
3・4音節中心（3音節が多
く、5音節は 1語）

3）《中古以降多い》 四段動詞被覆形＋シ
シク活用形容詞
（～ハシ型、～マシ型多い）

4・5音節中心（4音節以上
多く、3音節は少ない）

表 9　各論篇　第一章第一節　「形容詞の対義語「多少と大小」」

対義関係の語形 語法上の形態対応 意味・用法
意味分化から見た変遷
（安部整理）

（イ）オホシ─スコシ
（本来のもの）

オホシ─スコシキ

多い＋大きい⇔少ない＋小さい
〔大の意はオホキ連体形に偏る
（＊語幹や接辞用法での大に継
承）〕

（1）　基本対応（多と大、
少と小が未分化）

（ロ）　同　　上
オホキ・ニ─スコシ
キ・（ニ）

程度大きい（多い）⇔程度小さ
い（少し）

（1）未分化（多と大、少
と小未分化）（副詞など
程度用法）

（ハ）　同　　上
オホキ・ナリ─スコシ
キ・ナリ

（専ら）大きい⇔小さい
3）形容動詞での「大小」
分化（平安初期～）

（ニ）　同　　上
オホシ─スコシ（副詞
的用法）

おおよそ・総じて⇔少し

（ホ）オホシ─スクナシ
（新対応）

オホシ─スクナシ
現代語に残る「多い⇔少ない」
対応の分化（←スコシの強調形
スク甚シの形成）

2）形容詞での「多少」
分化（上代～）（万葉一
三九四）

（へ）　同　　上

（オホシ─スクナシ）
⇒《語幹＋名詞用法の
共通性》語幹オホ＋名
詞─語幹スクナ＋名詞

大きい⇔小さい（例「オホナム
チ─スクナビコナ」）

1’）分化（＊語幹用法で
の「大小」の継承）

（ト）　同　　上

（◇オホシ─スクナシ
＞スウナキ）⇒《接頭
的用法の共通性》オホ
キ・オホイ─スナキ・
スナイ・準体法スナキ

大きい（偉大・尊い）⇔小さい
1’）分化（＊接頭的用法
での「大小」の継承）

【新対応】
オホキイ─チヒサイ オホキイ─チヒサイ

現代語に残る形容詞の「大小」
の新対応（鎌倉～）

4）「大小」の新対応（平
安：チヒサシ、鎌倉：オ
ホキイ）
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第
一
章
の
「
形
容
詞
の
対
義
語
」
は
、
他
の
節
が
多
く
形
態
・
活
用
・
語
構
成
等
を
主
眼
と
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
の
に
対
し
て
意

味
を
中
心
に
し
た
章
で
あ
る
。
対
義
関
係
の
非
対
称
性
（
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
）
は
形
容
詞
に
限
ら
な
い
課
題
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
情
意

的
意
味
の
シ
ク
に
比
し
て
客
観
的
な
属
性
を
表
現
す
る
古
代
の
ク
活
用
形
容
詞
全
体
と
し
て
見
た
場
合
は
、
実
は
一
部
の
対
義
語
の
問
題

に
留
ま
ら
ず
、
形
態
的
体
系
上
の
特
徴
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
問
題
が
、
本
章
に
は
内
在
し
て
い
る
。

　

第
一
章
の
二
つ
の
節
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
大
小
」「
多
少
」
お
よ
び
「
広
狭
」
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
孕
ん
だ
意
味
と
形
態

が
織
り
な
す
未
解
決
の
課
題
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
結
論
自
体
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
◆
表
9
に
て
、
本
書
の
詳
し
い
解
説
を

簡
明
に
示
し
て
み
た
い
。

　

こ
の
対
義
語
彙
で
は
、「
オ
ホ
シ
（
大
多
）
│
ス
コ
シ
（
小
少
）」
の
対
応
が
「
本
来
的
対
応
」（
意
味
的
に
大
と
多
、
小
と
少
が
未
分

化
な
段
階
が
基
本
）
で
あ
り
、
次
に
ス
コ
シ
の
強
調
形
と
し
て
の
ス
ク
ナ
シ
の
形
成
に
よ
っ
て
「
オ
ホ
シ
（
多
）
│
ス
ク
ナ
シ
（
少
）」

の
新
対
応
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
、
大
小
関
係
は
当
初
の
「
オ
オ
キ
ナ
リ
│
ス
コ
シ
キ
ナ
リ
」
の
対
応
が
、
中
世
以
降
は
「
オ
オ
キ
イ
│
チ

イ
サ
イ
」
へ
と
受
け
継
が
れ
た
と
い
う
。

「
大
小
・
多
少
」
の
対
義
関
係
の
変
遷　
（
略
記
）

（
1
）「
オ
ホ
シ
（
大
多
）
│
ス
コ
シ
（
小
少
）」

（
2
）「
オ
ホ
シ
（
多
）
│
ス
ク
ナ
シ
（
少
）」

（
3
）「
オ
オ
キ
ナ
リ
│
ス
コ
シ
キ
ナ
リ
」（
大
小
関
係
）

（
4
）「
オ
オ
キ
イ
│
チ
イ
サ
イ
」（
大
小
関
係
）　

│
│
中
世
以
降

　

こ
れ
ら
の
語
法
上
の
形
態
的
対
応
関
係
や
意
味
・
用
法
を
、
よ
り
詳
し
く
示
す
と
◆
表
9
の
よ
う
に
な
る
。
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四
│
二　

各
論
篇　

第
二
章
「
両
活
用
形
容
詞
の
周
辺
」

　

第
二
章
の
「
両
活
用
形
容
詞
の
周
辺
」
の
部
分
は
、
前
稿
書
評
で
大
幅
に
短
縮
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
表
化
は
し
て
い
な
い
が
、
短
縮

前
の
原
稿
に
て
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。

　
「
第
一
節　

フ
ト
シ
〔
シ
ク
活
用
〕
の
成
立
」
で
は
、
祝
詞
の
宮
柱
と
共
起
し
て
使
わ
れ
る
フ
ト
シ
キ
タ
ツ
6
例
は
「
動
詞
フ
ト
シ
ク

﹇
太
領
﹈」
の
例
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
中
世
の
和
歌
・
歌
謡
に
取
り
込
ま
れ
て
（
宮
）
柱
と
共
に
使
用
さ
れ
つ
つ
フ
ト
シ
ク
タ
テ
の
形
も

取
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
シ
ク
と
も
な
っ
た
も
う
1
つ
の
背
景
に
は
中
世
に
漢
字
「
敷
」
が
動
詞
シ
ク
（
敷
・
領
・
頻
）
お
よ
び
シ
ク

活
用
形
容
詞
語
尾
の
表
記
に
用
い
ら
れ
シ
ク
と
も
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
影
響
し
、「
こ
こ
に
シ
ク
活
用
形
容
詞
﹇
太
﹈
が
成
立
し
た
」

（238

頁
）
と
結
論
付
け
る
。
漢
字
「
敷
」
の
使
用
、
動
詞
と
し
て
用
例
の
博
探
、
歌
で
の
柱
に
限
定
さ
れ
た
意
味
的
偏
り
の
照
合
な
ど
、

丁
寧
な
事
例
の
積
み
重
ね
で
解
明
さ
れ
て
あ
る
。
用
例
の
博
捜
は
、「
六
」
に
お
け
る
、
現
代
語
（
昭
和
60
年
）
の
例
で
あ
る
薬
師
寺
三

蔵
院
絵
殿
の
上
棟
式
で
の
棟
梁
作
の
祝
詞
の
「
写
真
」
か
ら
、
や
は
り
柱
に
つ
い
て
「
祝
詞
」
で
一
千
数
百
年
間
生
き
て
い
る
こ
と
を
示

し
た
と
こ
ろ
に
も
、
そ
の
調
査
力
の
真
骨
頂
が
現
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
代
語
で
の
検
証
で
も
、「
因
み
に
」
と
あ
り
次
い
で
の
記
載
の
こ
と
の
よ
う
に
映
る
や
も
し
れ
な
い
が
、
常
に
全
時
代

の
掌
握
に
意
識
を
向
け
て
い
る
故
の
見
事
な
追
加
例
で
あ
る
。（
な
お
、
最
初
は
存
在
し
な
か
っ
た
「
シ
ク
活
用
」
を
も
許
容
し
て
い
く

意
味
的
背
景
と
し
て
、
宮
柱
や
祝
詞
の
も
つ
畏
敬
的
な
情
意
面
が
、
主
観
的
シ
ク
活
用
ゆ
え
に
許
容
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
側
面

も
、
考
え
た
く
な
っ
た
。）

　
「
第
二
節　

ウ
マ
シ
ク
ニ
と
ウ
マ
シ
キ
ク
ニ
」
で
は
、
万
葉
の
「
怜
〈
心
＋
可
〉
国
曽
」
を
ウ
マ
シ
・
ウ
マ
シ
キ
（
ク
ニ
ソ
）」
の
い
ず
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れ
で
読
み
得
る
か
、
そ
の
根
拠
と
し
て
従
来
言
わ
れ
て
い
る
竹
取
の
「
ウ
マ
シ
キ
世
に
」
は
〝
活
用
し
た
〞
例
と
し
て
は
異
本
も
あ
る
孤

例
と
な
る
ゆ
え
に
採
用
し
難
く
、
ク
活
用
と
見
て
お
く
の
が
確
実
と
論
証
す
る
。
そ
の
竹
取
の
ウ
マ
シ
キ
（
世
）
が
譬
え
異
本
で
あ
っ
て

も
生
ま
れ
得
る
理
由
ま
で
も
目
を
向
け
、
上
代
の
シ
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
用
法
が
あ
る
こ
と
（
語
幹
が
一
音
節
で
3
語
、
二
音
節
で
も
3

語
形
。
ウ
マ
シ
は
ウ
マ
シ
ア
シ
カ
ビ
ヒ
コ
ジ
ノ
カ
ミ
が
あ
る
）
ま
で
発
生
要
因
を
考
え
る
目
配
り
の
広
さ
は
、
論
者
が
、
常
に
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
を
意
識
し
掌
握
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。

　
「
第
三
節　

セ
バ
シ
〔
シ
ク
活
用
〕
の
有
無
」
で
は
、
確
例
と
し
て
の
セ
バ
シ
（
シ
ク
）
の
例
は
な
い
と
結
論
付
け
る
。

　

こ
の
章
の
三
つ
の
節
に
限
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
背
景
に
よ
っ
て
そ
の
語
形
、
活
用
、
例
外
、
孤
例
が
発
生
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
が
緻
密
に
調
査
さ
れ
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
発
想
力
の
柔
軟
性
は
習
得
し
た
く
と
も
真
似
の
出
来
な
い
見
事
な
〝
技
術
〞

で
あ
る
。

四
│
三　

各
論
篇　

第
三
章
「
重
複
形
容
詞
の
周
辺
」

　

第
三
章
の
「
重
複
形
容
詞
の
周
辺
」
は
総
論
篇
第
二
章
を
補
充
す
る
章
で
あ
り
、
ま
た
、
重
複
を
扱
っ
た
前
書
（
一
）
に
連
な
る
テ
ー

マ
で
も
あ
る
だ
け
に
解
析
は
詳
密
で
あ
る
。

　

第
一
節
「
重
複
形
容
詞
と
単
独
の
形
容
詞
」
は
、
そ
れ
を
文
字
で
解
説
す
る
と
長
く
な
り
、
か
つ
、
複
雑
で
全
貌
を
鳥
瞰
し
に
く
い
の

で
、
こ
こ
も
◆
表
10
お
よ
び
◆
表
11
に
ま
と
め
た
て
み
た
。
本
節
は
、
語
構
成
か
ら
の
分
類
も
見
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
通
時
的
変
遷
を

関
連
づ
け
て
体
系
的
に
位
置
付
け
、
そ
の
形
成
の
史
的
段
階
を
解
明
し
た
点
が
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

　

重
複
形
容
詞
ａ
〜
ｅ
は
、
重
複
形
容
詞
と
対
応
す
る
そ
の
単
独
形
容
詞
も
共
に
上
代
・
中
古
に
見
え
る
も
の
（
つ
ま
り
〝
古
代
的
重
複
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形
成
形
式
〞）
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
重
複
形
容
詞
ｆ
〜
ｉ
は
、
対
応
す
る
単
独
の
シ
ク
活
用
形
容
詞
が
中
世
以
降
（
2
語
だ
け
が
鎌
倉
、
そ
の
他
の
ほ
と

ん
ど
は
室
町
以
降
）
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
「
重
複
形
容
詞
か
ら
単
独
の
形
容
詞
が
、
基
本
的
に
室
町
時
代
以
降
に
、
言
わ
ば

二
次
的
に
形
成
」
と
す
る
。

　

評
者
な
ど
は
、
そ
こ
に
〝
重
複
形
容
詞
の
形
成
法
に
（
も
！
）、
古
代
語
と
お
よ
そ
中
世
半
ば
以
降
の
近
代
語
と
の
間
で
の
明
瞭
な
境

界
が
あ
る
〞
と
読
み
取
っ
た
点
で
あ
る
。

　

な
お
、
274
頁
の
五
節
で
は
、「
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
対
応
を
改
め
て
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。」
と
し
て
、
重
複
形
容
詞
形
と
対
応

す
る
単
独
形
容
詞
と
を
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
整
理
し
な
お
し
て
い
る
。
し
か
し
、「（
3
）
動
詞
連
用
形
の
重
複
」
の
分
類
が
な
い
の
は

重
複
形
容
詞
（
ワ
キ
ワ
キ
シ
等
）
に
対
応
す
る
単
独
形
が
な
い
ゆ
え
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、「（
4
）
副
詞
の
重
複
形
」（
ウ
ベ
ウ
ベ

シ
│
ウ
ベ
シ
の
対
が
あ
る
の
で
は
？
）
に
相
当
す
る
分
類
が
、
脱
落
し
て
い
る
。
何
か
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
局
的
に
は
そ
の
解
釈
に
抵
触
し
な
い
も
の
の
、
些
末
な
点
な
が
ら
、
後
発
の
重
複
形
容
詞
と
は
直
接
は
無
関
係
に
、
あ

る
い
は
そ
の
影
響
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
先
行
す
る
ク
活
用
形
容
詞
の
方
か
ら
、
な
い
し
、
た
だ
独
自
に
、〝
シ
ク
活
用
形
容
詞
が
発
生

し
た
場
合
〞
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
場
合
（
事
例
）
の
こ
と
が
、
い
さ
さ
か
気
に
か
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
該
当
す
る
シ
ク
活
用
3
語
形
「
ウ
マ
シ
・
サ
ム
シ
・
フ
ト
シ
」
と
そ
の
重
複
形
容
詞
「
ウ
マ
ウ
マ
シ
、
サ
ム
ザ
ム
シ
、
フ
ト
ブ

ト
シ
」（
84
頁
）
に
は
、
ａ
〜
ｉ
類
の
分
類
が
割
り
振
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
余
計
そ
の
存
在
が
そ
こ
で
は
陰
に
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
た
。
安
部
（2017, 8

）
で
少
し
触
れ
た
が
紙
幅
が
な
か
っ
た
の
で
、
改
め
て
少
し
詳
し
く
記
し
て
お
く
。

　

ｈ
・
ｉ
の
シ
ク
活
用
形
容
詞
は
、
そ
の
前
に
ク
活
用
も
持
つ
も
の
で
あ
る
。
ク
活
用
形
も
重
複
形
も
共
に
先
行
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
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表 10　各論第三章第一節　「重複形容詞と単独の形容詞」（一部未整理枠を含む）

重複形の通時的観点
分類
Ⅱ（p. 
274）

分類Ⅰ　語
構 成（総
論）

単独
形の
活用

語形数（分類上
の語形）

例　ないし、
対 応 関 係　
単独

対応関係　重
複

（1）上代・中古 a
（1）準独立
要素の重複

（イ）ク 活
用形容詞語
幹の重複

ク
活 多数

◎多数（約
30 語） ナ
ガシ

ナガナガシ

（1）上代・中古 a’ 　同上
（セ ハ シ＜
セバシの子
音交替形）

ク
活 （1語セハシ）

セハシ（セ
ハシはシク
活用）

セ ハ セ ハ シ
（セバ～の子
音交替形）

（1）上代・中古 b 　同上
（ロ）シ ク
活用形容詞
語基の重複

シ
ク
活

少ない
サカシ（単
独形の用例
が多数）＞

サ カ サ カ シ
（重複形の用
例数が僅か）、
ほかサガサガ
シ、トモトモ
シ

（1）上代・中古 c 　同上 　　同上
シ
ク
活

（1語ナマシ）

ナマシ（単
独形の用例
数が少数）
＜

ナ マ ナ マ シ
（単独形の方
が用例数少な
し）

（1）上代・中古 d

（特に重複
形成を分類
せず、個別
例として検
討のみ？）

「単独の形
容詞に近似
したもの」
《シの前部
分を語幹・
語基と見て
の重複？》

（
シ
ク
活
）

（3語）
スガシ女、
アダシ波、
タギシミミ、

スガスガシ、
アダアダシ、
タギタギシ

（平安第一期？）

（
分
類
ナ
シ
？
）

（1）準独立
要素の重複

（ハ）そ の
他 の 重 複
（キラキラ
シ）

キラ端正 キラキラシ

（1）中古 e
（2）名詞の
重複

《（1） の
（ロ）「シク
活用形容詞
語「基」の
重複」とも
言 え る も
の。》

シ
ク
活

やや多い（シク
活用形容詞語基
の重複とも言え
る）

ヲサシ長、
オ ト ナ シ

（＜大人＋
シ）、ヲ シ
雄

ヲサヲサシ、
オトナオトナ
シ、ヲヲシ、

【比較参照】

参考（名詞
の重複によ
る形容詞の
偏り）

「ク活用形
容詞語基の
重複」の限
定性

ク
活

主に色彩形容詞
語幹（地名人名
のナガ長、ワカ
若、カル軽（19
頁）は「準独立
的要素」とここ
ではしている
（263 頁）。

クロシ、シ
ロシ、アヲ
シ、アカシ

重複ナシか？
（×クログロ
シ、シロジロ
シ、アヲアヲ
シ、アカアカ
シ。但し、シ
ラジラシ有）
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（
分
類
ナ
シ
？
）

（両活用形
容詞のうち
の 3語形）

ウマシ、フ
トシ、サム
シ
（注①⇨）

シ
ク
活

注 ①（ウ マ シ
（シク）＝第二
章第二節、フト
シ（シク）＝第
二章第一節、サ
ムシ（シク）＝
総論第二章第一
節、参照）

［両活用の
うちシク活
用］ウマシ

（シク）、サ
ム シ（シ
ク）、フ ト
シ（シク）

ウマウマシ、
サムザムシ、
フトブトシ

（2）（重複が中古、
単独が室町以降）重
複から単独が二次的
派生

f
（2）名詞の
重複

準独立的要
素の重複

シ
ク
活

マメシ マメマメシ

（2）（重複が中古、
単独が鎌倉）重複か
ら単独が二次的派生

f’
（2）名詞の
重複

（字音語の
例）準独立
的要素の重
複

シ
ク
活

ゲスシ（鎌
倉）

ゲ ス ゲ ス シ
（中古）

（2）（重複が中古、
単独が室町以降）重
複から単独が二次的
派生

g
（2）名詞の
重複

シ
ク
活

ハカシ、ナ
サケシ

ハカバカシ、
ナサケナサケ
シ

（2）平安初期
（3）動詞連
用形の重複

上代に例なく、
古い時代の例は
少ない（基本的
に、重複素は 2
音節）

（ワク四段、
ツギツ次）

ワキワキシ・
ツギテツギテ
シ

（1）中古ウベウベシ、
（2）中世ゲニゲニシ

注②
⇨

（4）副詞の
重複

（＊和語の
副詞の重複
で、単独形
との対があ
るのはウベ
シのみか？
94 頁）

シ
ク
活

少ない

注②（274 頁五
節では副詞の重
複形の分類が脱
落か？）

ウベシ（記
仁 徳）、×

（ゲニシ無
し）

ウ ベ ウ ベ シ
（枕草子）

（2）（重複が中古、
シク単独が室町以
降）重複からシク単
独が二次的派生

h
（1）準独立
的要素の重
複

（a）ク活用
形容詞語幹
の重複／同
（b）シク活
用形容詞語
基の重複

ク
活 5 語形

フ ル シ
（ク）（シク
活用が二次
的に派生）

フルブルシ

（3）（重複は室町以
降、シク単独も室町
以降）
　注③⇨

i
（1）準独立
的要素の重
複

（a）ク活用
形容詞語幹
の重複／同
（b）シク活
用形容詞語
基の重複

ク
活

4 語形

注③（重複から
シク単独が二次
的派生（ナホシ
は鎌倉）

フ カ シ
（ク）（シク
活用が二次
的に派生）

フカブカシ

その他
その
他

字音語の重
複

ラウラウシ
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一
方
の
み
の
影
響
と
す
る
の
は
難
し
く
は
な
い
か
。

解
釈
で
根
拠
と
し
て
い
る
類
似
現
象
の
時
代
的
近

さ
と
、
重
複
形
容
詞
が
（
も
）
先
行
し
て
い
る
点

は
認
め
る
も
の
の
、
単
な
る
独
自
の
発
生
や
、
ク

活
用
の
影
響
が
皆
無
と
言
い
き
れ
る
か
ど
う
か
が
、

や
や
気
に
な
っ
た
。

　

実
際
に
も
、「
重
複
形
容
詞
の
例
よ
り
両
活
用

形
容
詞
の
シ
ク
活
用
の
も
の
の
例
の
方
が
古
く
、

重
複
形
容
詞
か
ら
両
活
用
形
容
詞
の
シ
ク
活
用
の

も
の
が
形
成
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。」（
84

頁
）
事
例
も
、
論
者
自
身
が
挙
げ
て
い
る
（
ウ
マ

ウ
マ
シ
、
サ
ム
ザ
ム
シ
、
フ
ト
ブ
ト
シ
）。
そ
れ

ら
に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
ら
の
両
活
用
形
容
詞
の

シ
ク
活
用
の
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
重
複
形
容
詞
よ

り
古
い
例
で
あ
る
の
で
、
重
複
形
容
詞
か
ら
両
活

用
形
容
詞
の
シ
ク
活
用
の
も
の
が
形
成
さ
れ
る
と

と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。」（
274

頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
重
複
形
容
詞
が
出
現
し
な

表 11　 各論篇第三章第一節　「重複形容詞と単独の形容詞」
──「両活用形容詞のシク活用」と「重複形容詞（シク活用）」

「両活用形容詞のシク活
用」と「重複形容詞（シ
ク活用）」との前後関係

分類（274 頁） Ⅰ Ⅱ Ⅲ 語例

（1）重複形容詞もそれと
対応する単独の形容詞等
も、基本的に上代・中古
に既に見られるもの（前
後関係未詳）

a　～　e （両方が既
に上代・中
古にあり、
前後関係未
詳）

ナガナガシほ
か

（2）重複形容詞から単独
のシク活用形容詞が形成
された場合

f　～　i （ク活用形
容詞が先行
する場合し
ない場合）

重複形容詞
（シク活用）

シク活用形容詞
（基本的に室町
時代以降、重複
形容詞から二次
的に形成され
た）

マメマメシ、
フルブルシ、
フカブカシ等

（3）両活用形容詞のうち
単独シク活用形容詞の形
成が、重複形容詞より古
く、単独のク活用ないし
独自にシク活用形容詞が
派生したもの

「重複形容詞の例よ
り両活用形容詞のシ
ク活用のものの例の
方が古く、重複形容
詞から両活用形容詞
のシク活用のものが
形成されたとは考え
られない。」（84 頁）

ク活用形容
詞

シク活用形
容詞

重複形容詞（シ
ク活用）

ウマウマシ、
サムザムシ、
フトブトシ＜
ウマシ・サム
シ・フトシ

（4）単独シク活用形容詞
の形成は、単独ク活用形
容詞および重複形容詞の
発生後であり、どちらの
影響か確定し難い場合

ク活用形容
詞

重複形容詞
（シク活用）

単独のシク活用
形容詞
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い
段
階
で
、
シ
ク
活
用
の
も
の
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
で
は
派
生
関
係
の
順
序
は
明
瞭
で
あ
る
。
重
要
な
点
は
、
ク
活

用
か
ら
（
重
複
形
容
詞
が
な
く
て
も
）、
両
活
用
形
容
詞
の
シ
ク
活
用
が
生
ま
れ
得
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
「
ｇ
は
（
中
略
）、
単
独
の
シ
ク
活
用
形
容
詞
が
見
え
る
時
代
は
ｆ
ｈ
と
同
様
で
あ
っ
て
、
そ
の
形
成
は
ｆ
ｈ
と
同
様
で
あ
る
と
見
ら
れ

よ
う
。」（
275
頁
）
と
あ
り
、
時
代
と
い
う
点
か
ら
「
形
成
」
も
ｆ
・
ｈ
同
も
様
と
し
、
さ
ら
に
ｉ
も
「
そ
の
形
成
は
ｈ
と
同
様
で
あ
る
と

見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。」
と
す
る
が
、
こ
の
推
論
の
大
元
の
ｇ
（
ハ
カ
シ
、
ナ
サ
ケ
シ
）
は
、
元
々
ク
活
用
形
容
詞
は
な
く
、
重
複
形
か

ら
し
か
シ
ク
活
用
が
発
生
し
得
な
い
例
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
根
拠
に
、
ク
活
用
形
容
詞
も
重
複
形
容
詞
も
共
に
既
に
あ
る
事
例
に
推
論
を

拡
大
さ
せ
て
い
る
、
よ
う
に
も
み
え
た
箇
所
で
あ
る
（
あ
る
い
は
説
明
の
続
き
方
に
よ
る
読
解
の
印
象
の
問
題
で
単
な
る
誤
解
で
あ
ろ
う

か
）。

　

慎
重
な
論
者
で
あ
る
だ
け
に
そ
の
あ
た
り
へ
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
て
も
よ
い
か
と
も
思
わ
れ
た
。
特
に
、
情
意
的
意
味
合
い
も
汲
み
取

れ
る
ｈ
の
ウ
ト
シ
、
ｉ
の
タ
ケ
シ
等
の
場
合
に
は
、
特
に
そ
の
情
意
的
意
味
ゆ
え
に
、
自
ず
と
シ
ク
活
用
化
が
選
択
さ
れ
た
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　
　

フ
ル
シ
（
古
）（
ク
活
用
、
万
葉
）
│
フ
ル
ブ
ル
シ
（
シ
ク
活
用
、
枕
草
子
）│
フ
ル
シ
（
シ
ク
活
用
、
蒙
求
抄
）

　

★
ウ
ト
シ
（
疎
）（
ク
活
用
、【
琴
歌
譜
〔
9
Ｃ
前
〕《
安
部
確
認
】）
│
ウ
ト
ウ
ト
シ
（
シ
ク
活
用
、
蜻
蛉
・
宇
津
保
）
│
ウ
ト
シ
（
シ

ク
活
用
、
評
判
記
）

　

★
タ
ケ
シ
（
猛
）（
ク
活
用
、【
万
葉
《
安
部
確
認
】）
│
タ
ケ
ダ
ケ
シ
（
シ
ク
活
用
、
太
平
記
）│
タ
ケ
シ
（
シ
ク
活
用
、
類
聚
音
義
）

　
【
＊
ウ
ト
シ
（
ク
活
用
）、
タ
ケ
シ
（
ク
活
用
）
の
古
代
例
の
例
示
が
本
書
に
無
い
よ
う
な
の
で
（
索
引
か
ら
は
例
示
箇
所
を
た
ど
れ
な

か
っ
た
）、
そ
の
こ
と
な
ど
も
、
解
釈
に
影
響
し
た
か
。
本
書
で
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
語
形
の
上
代
語
形
例
や
初
出
語
形
例
が
具
体

的
用
例
と
共
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
ウ
ト
シ
・
タ
ケ
シ
は
、
本
書
の
索
引
か
ら
は
ク
活
用
の
古
例
例
示
箇
所
が
探
せ
な
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か
っ
た
も
の
で
あ
る
。】

　

第
三
節
の
「
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
重
複
・
並
列
か
ら
」
で
は
、「
重
複
形
容
詞
│
並
列
形
容
詞
│
重
複
情
態
副
詞
等
│
並
列
情
態
副

詞
」
等
と
共
に
「
ウ
ス
＋
形
容
詞
語
幹
の
複
合⇒
ウ
ス
＋
形
容
詞
の
複
合⇒

ウ
ス
ラ
＋
形
容
詞
の
複
合
」
と
い
う
通
時
的
変
遷
が
こ
こ
で

も
解
明
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
形
容
詞
の
史
的
展
開
と
そ
の
意
味
・
語
法
の
段
階
性
と
い
う
次
な
る
テ
ー
マ
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。
こ
の
節
で
は
、
珍
し

く
変
遷
図
（
308
頁
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
◆
表
12
と
し
て
、
転
載
し
て
お
く
。

五　

お
わ
り
に

表 12　 重複形容詞・並列形容詞
から「ウス複合形」「ウ
スラ複合形」への展開

（﹇
Ａ
＝
Ａ
﹈・
シ
）シ
ク

活
用　
（﹇
Ａ

≒

Ｂ
﹈・
シ
）ク活
用　
（
Ａ
＋﹇
Ｂ
・
シ
﹈）主
に

ク
活
用　
　
（﹇
Ａ
・
ラ
﹈＋﹇
Ｂ
・
シ
﹈）主
に

ク
活
用

重
複
形
容
詞
※
…
…
…
…
並
列
形
容
詞
…
…
…
…
ウ
ス
＋
形
容
詞
の
複
合　

↓
ウ
ス
ラ
＋
形
容
詞
の
複
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
複
情
態
副
詞
等
※
…
…
並
列
情
態
副
詞
等
…
…
ウ
ス
＋
形
容
詞
語
幹
の
複
合　
　
　
　
　

×

（
Ａ
＝
Ａ
）
主
に

情
態
副
詞　
　
　

　（
Ａ

≒

Ｂ
）並
列
名
詞
が

や
や
多
い
か　
　
（
Ａ
＋
Ｂ
）複
合
名
詞
が

や
や
多
い
か
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本
稿
で
は
、
蜂
矢
氏
の
形
容
詞
の
語
構
成
研
究
を
、
執
筆
者
の
個
人
的
視
点
か
ら
整
理
し
視
覚
化
、「
見
え
る
化
」
し
て
み
た
も
の
で

あ
る
。

　

意
図
し
た
と
こ
ろ
は
、
一
つ
に
は
、
語
構
成
史
研
究
の
現
時
点
で
の
最
先
端
の
研
究
成
果
を
、
共
有
し
、
議
論
を
よ
り
活
発
化
さ
せ
る

た
め
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
に
は
、
前
稿
書
評
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
部
分
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
個
人
的
に

は
、
本
稿
執
筆
者
自
身
の
形
容
詞
の
語
彙
・
語
構
成
の
研
究
を
、
再
度
、
整
理
し
て
い
く
た
め
で
あ
り
、
書
評
の
補
足
版
と
し
て
記
し
た

も
の
と
な
る
。

　

表
2
や
表
9
の
よ
う
に
、
細
か
い
点
ま
で
書
き
出
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
わ
か
り
や
す
く
示
す
た
め
の
図
解
・
図
表
と
い
う
よ
り
も
、

整
理
の
た
め
の
安
部
の
手
控
え
に
し
か
す
ぎ
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
、
か
え
っ
て
複
雑
な
状
態
の
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
前
稿
書
評
執
筆

過
程
で
の
メ
モ
的
手
控
え
図
を
元
に
作
成
し
た
た
め
、
思
わ
ぬ
誤
記
載
が
残
っ
て
い
る
可
能
性
を
恐
れ
る
が
、
そ
の
点
は
御
海
容
の
上
、

原
本
と
照
合
し
て
確
認
を
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

形
容
詞
の
語
構
成
史
は
、
本
書
で
も
、
す
べ
て
通
時
的
に
全
体
が
完
全
に
記
述
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
前
稿
書
評
や
本
稿
で
も

触
れ
た
よ
う
に
、
例
え
ば
、
総
論
篇
第
一
章
第
二
節
の
「
語
幹
用
法
」
の
段
階
性
の
問
題
と
、
実
際
の
形
容
詞
語
形
の
通
時
的
形
成
の
照

合
作
業
な
ど
、
今
後
の
検
討
が
必
要
な
部
分
や
、
中
世
以
降
細
部
の
記
述
な
ど
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

　

本
書
を
基
礎
と
し
て
語
構
成
史
研
究
が
さ
ら
に
飛
躍
的
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
こ
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
稿
の
拙
い
図
表
と
紹
介
が
多
少

と
も
そ
れ
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
注
】

（
注
1
）　

本
稿
は
、
当
初
、
安
部
清
哉
（2017.8

）「﹇
書
評
﹈　

蜂
矢
真
郷
氏
『
古
代
語
形
容
詞
の
研
究
』」（『
萬
葉
』
224
）
の
執
筆
過
程
で
手
控
え
に
整
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理
し
た
図
表
で
あ
る
。
前
稿
書
評
の
紙
幅
制
約
上
、
掲
載
が
適
わ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
（
◆
表
1
を
除
く
）。
こ
こ
に
、
書
評
の
補
足
的
資
料
と

い
う
意
味
も
こ
め
て
編
ん
だ
が
、
研
究
と
し
て
は
次
の
意
図
に
よ
る
。

　

蜂
矢
氏
の
右
書
で
の
本
研
究
は
、
形
容
詞
語
構
成
（
史
）
研
究
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
が
、
一
方
、
文
字
の
み
で
の
解
説
は
そ
れ
が
詳
細
で
あ
る

だ
け
に
、
体
系
的
な
全
体
的
把
握
に
は
（
形
容
詞
に
特
に
向
き
合
っ
て
い
な
い
語
彙
研
究
者
ほ
か
に
は
）
時
間
と
労
力
を
要
す
る
部
分
も
あ
る
。
多

少
な
り
と
も
図
表
の
形
で
、
諸
要
素
と
そ
の
分
類
観
点
や
術
語
等
が
、
箇
条
書
き
的
に
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
、
理
解
の
助
け
に
な
る
だ
ろ
う
と

考
え
、
手
控
え
の
公
表
を
考
え
た
も
の
で
あ
る
。（
個
人
的
に
は
図
表
の
方
が
把
握
し
や
す
い
と
い
う
備
忘
の
意
味
も
あ
る
。）

　

図
表
の
細
部
の
体
系
化
や
説
明
語
句
の
表
現
な
ど
は
、
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
整
理
し
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
と
思
う
。

ま
た
、
未
整
理
で
必
ず
し
も
蜂
矢
氏
の
意
図
通
り
の
記
載
で
な
い
部
分
や
、
理
解
不
足
・
誤
記
が
紛
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
原
本
と

照
応
し
て
補
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
注
2
）　

前
稿
書
評
・
安
部
（2017.8
）
に
次
の
誤
記
が
あ
る
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

78
頁　

上
段
左
か
ら
7
行
目

　

正　
（
総
論
第
一
章
第
四
節
）　

↑　

誤
（
総
論
第
四
章
）

　

正　
（
同　

第
一
章
第
二
節
）　

↑　

誤
（
第
二
章
）

修
正
し
た
冒
頭
部
分
は
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

一　

は
じ
め
に

　
　

 　

語
構
成
の
歴
史
は
ど
の
よ
う
に
描
き
得
る
か
。
本
書
は
、
形
容
詞
に
限
定
し
て
、
一
品
詞
全
体
の

0

0

0

0

0

0

語
構
成
史
を
初
め
て
解
明
し
た
、
研
究
史

に
残
る
一
書
で
あ
る
。

　
　

 　

多
く
の
日
本
語
史
研
究
者
が
待
ち
望
ん
だ
書
で
も
あ
る
。
特
に
そ
の
総
論
篇
の
共
時
的
分
類
（
総
論
第
一
章
第
四
節
）
と
語
幹
用
法
の
通
時

的
構
造
（
総
論
第
一
章
第
二
節
）
が
、
今
の
語
構
成
（
史
）
研
究
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
本
書
各
論
篇
お
よ
び
論
者
（
以
下
、

本
書
著
者
を
指
す
）
の
、
先
行
す
る
研
究
書
で
の
緻
密
な
実
証
の
裏
付
け
に
よ
っ
て
、
論
理
的
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
│
│
以
下
略
│
│
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